
Ｒ５.12.14 農業者等と農業委員会の意見交換会

「新規就農者の確保対策について」

新潟県佐渡地域振興局農林水産振興部
副部長（佐渡農業普及指導センター所長） 工藤 勝明
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佐渡農業の「いま」①

佐渡市の人口

令和５年度（R5.4.1推計人口）：４８,１６９人

出典：国勢調査、新潟県推計人口統計

【人口】
１０年で１１,２３５人減少
（１,０００人以上／年）

減少率：１７.９％
（新潟県 ７.３％）

佐渡市の就業者数

平成22年：１８,５５７人
↓

令和２年：１７,４８６人

減少率： ５.８％
（新潟県 １.７％）
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佐渡農業の「いま」②

農家数

・販売農家数は10年で38.1％減少
（県全体 37.3％減少）

基幹的農業従事者数
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※H27までは販売農家を、R2年からは個人経営体を対象。

出典：農林業センサス

・10年で42.6％減少（県全38.4％減少）
・65歳以上の割合は78.3％（県全体75.4％）

と高齢化が進展
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佐渡農業の「いま」③

経営耕地面積

・10年で1,565ha（18.1％）減少
（県全体 8.4％減少）

農業産出額

・年々減少していたが、近年は横ばい

(千万円)
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出典：市町村別農業産出額(推計・農林水産省)

※平成19年から25年まで市町村別数値は公表されていない
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佐渡農業の「いま」④

経営耕地面積規模別経営体数・面積

・10ha以上の経営体（経営体全体の2.7％）
が、経営耕地面積の25.7％を担っている

（県全体 5.2％、37.6％）

・農地の集積が進み、５ha以上の
経営体数が増加（大規模化）
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佐渡農業の「いま」⑤
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新規就農者

５か年平均

 14.2人

うち、親元就農 　4.4人

　　　独立・自営営農 　3.2人

　　　法人等就業 　6.6人

うち、UIターン 　6.2人

（　）内はIターン   （4.2人）

新規就農者数

目標：20人
（佐渡市農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想）

・ここ５年平均で14人／年程度
・法人等への就業が最も多い
・UＩターンが４割強
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佐渡農業の「これから」①

基幹的農業従事者
▲290人／年

農業労働力の減少は続く

農地集積（大規模化）の一方で、
「自分ができる限りは」という小規模
農家が一定数存在

これからも「農地」は動く

新規就農者
14人／年＞

「人口の減少は佐渡だけ」「就業者数
の減少は農業だけ」 ではない

地域・産業間で人材の奪い合い

高齢化・農業労働力減少の影響は、
農業生産に対してだけでない

集落機能（地域ｺﾐｭﾆﾃｨ）にも影響

１

２

３

４

新たな人材が佐渡に流入する仕組み（人の流れ）をつくる

６

また、その一環で

担い手を中心とした効率的な生産体制をつくる



佐渡農業の「これから」②

「新たな人材が佐渡に流入する仕組み（人の流れ）をつくる」とは

〇若者が農業を職業として選択し、佐渡に来る（とどまる）

〇佐渡において、若者の受け皿となる「法人等経営体」「産地・地域」が育っている

（担い手を中心とした効率的な生産体制が構築されている）

〇若者が佐渡に定着し、世代交代が円滑に行われる。

持続可能な佐渡農業の実現
（今後も佐渡において農業生産が繰り返され、持続・発展していく姿）
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佐渡農業の「これから」③

法人等経営体

〇事業拡大（規模拡大、多
角化等）による経営発展

〇次世代の役員候補の確保

世代交代による
法人経営の継続

地域・産地

〇地域人口の呼び戻し

地域コミュニティーの維持

〇新たな人材による産地の活性化

〇次世代の産地リーダーの確保

世代交代による地域農業・
産地の継続

「人材」の受け皿＝「法人等経営体」・「地域」

就
農
希
望
者
・
新
規
就
農
者

・就業（雇用）

・安定した雇用の場
の提供（給料・職
場環境）

・移住
・就農

・研修の場の提供
・資産継承
・地域との繋がり

８

【「人の流れ」のイメージ】



佐渡地域振興局農林水産振興部の取組

令和５年度新潟県農林水産部の施策展開方向

佐渡地域振興局農林水産振興部の取組
（農業部門 令和５年度）

１ 新たな担い手の確保・育成
〇就農啓発・就農相談
〇就農準備への支援
〇新規就農者の育成・定着に向けた支援
〇４ＨＣの活動支援

２ 経営基盤の強化（効率的な生産体制の構築）
〇農地の集約化の実践支援
〇法人間の連携による経営課題解決の取組を支援
〇組織化、法人化の推進
〇スマート農業、ＤＸの推進

３ 中山間地域の維持・発展
〇地域の話合いによる将来プランの作成と実践

４ 農業の成長産業化
〇水田所得の最大化
〇園芸生産の拡大
〇収益性の高い畜産経営の育成
〇経営の多角化
〇安全・安心な農産物の提供
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新規就農者の確保・定着に向けて①

就農啓発

〇島内高校との連携
・就農意欲の啓発
・農業大学校の紹介

〇イベント出展支援

就 農 相 談

就農準備

〇農業体験・就農前研修へ
の誘導

〇補助事業等の活用支援
・研修準備資金

〇各種研修会への参加誘導

〇「就農計画」作成支援

〇地域の受入体制づくり

就農から経営発展

〇個別課題解決支援

〇栽培技術習得への支援
・園芸参入塾の開催
・ＪＡ担い手育成塾等への支援

〇地域との繋がりと仲間づくりの
場の提供
・若手農業者交流会の開催
・４ＨＣへの活動支援

〇補助事業等の活用支援
・経営発展支援事業
・経営開始資金
・農林県単（新規就農支援）

【市・ＪＡ・公社と連携した佐渡地域振興局の取組】
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新規就農者の確保・定着に向けて②

①就農までに苦労したこと

◆新規参入者（独立・自営就農）の実態（R2.経営普及課アンケート調査）

②経営面の問題・課題
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就農する地域の選択

その他

図 就農（経営開始）までに苦労したこと（複数回答）

【アンケート回答者の平均像】

・非農家出身者 …88％ ・性別…男性：76％、女性：24%

・平均就農年齢 …35歳 （現状：就農後3.9年）

・営農類型…稲作39％、露地野菜31％、施設野菜10%、果樹９％

・就農前研修の実施割合：82％（平均研修期間：17ヶ月、研修先：農業法人・個別農家で 91%）
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図７－１ 経営面での問題・課題（１位～３位）
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効率的な生産体制の構築に向けて①

少人数の担い手で佐渡の「農地を維持」し「農業を発展」させていくために

12

人・農地プランから地域計画へ

担い手の経営基盤の強化

地域計画の策定を推進
・地域農業の将来のあり方や農地利用の姿の明確化
・目標地図の作成

地域の話合いにもとづく農地の集約化を促進

農地の集約化

法人間の組織的連携

法人化・法人の体質強化

作業の共同化、機械の相互補完等を行う体制づくり

法人設立・経営改善支援

＋

効率的・
安定的な
農業構造
の確立

〈法人間連携の取組事例〉
にいがたAFFリーディングプランより

Ａ法人とＢ法人間で、農
地の集約化や園芸防除作
業の受委託により作業の
効率化を実現



担い手対策・競争力強化

効率的な生産体制の構築に向けて②

スマート農業・農業ＤＸの活用
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これまで実現が困難だったことが
現実化する可能性

地域条件に合わせた生産
（耕作条件が制限要因）

経営戦略に合わせた生産
（耕作条件を克服）

これまで

目指すべ
き姿

生

産

転換

一層の規模拡大と新たな
経営展開（品目拡大）

高付加価値化と
大規模生産の両立

高付加価値志向規模拡大志向
経

営

経験と勘を活かした経営
（紙ベースの経営記録）

経営の見える化
（経営データのデジタル化）

安全性向上
熟練技術の早期実現

（就農のハードルを下げる）

例えば、
・少人数での極めて効率的な大規模生産
・新規就農者でも高品質な農産物を安定生産できる
・国内外の多様なニーズに機動的に対応した生産・供給
・データを活用した流通の効率化 等

（スマート農機）
・直進アシストトラクター
・直進アシスト田植機
・可変施肥田植機
・収量・食味計測コンバイン
・農業用ドローン
・ラジコン草刈り機 等

（営農管理システム）
・Z-GIS ・ザルビオ ・KSAS

（導入実証）
・佐渡島特産「おけさ柿」大規模
経営へのスマート農業技術体系
の導入実証（R２～３） 等

【佐渡における導入状況】

〈活用場面で見られる課題〉

〇導入コストから、
一定の規模が必要

〇技術に詳しい人材
の不足

〇得られたデータの
活用が不十分

〇通信環境等で十分
な活用ができない
場面も


